
松原市セーフコミュニティ 松原市セーフコミュニティ 

高齢者の安全対策委員会 
活動報告 
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松原市セーフコミュニティ 

高齢者人口は年々増加 

年齢３区分別人口の推移         出典：住民基本台帳及び外国人登録 松原市総合計画 

18,050  17,652  17,254  16,756  16,266  13,731  

80,872  79,562  78,844  78,107  76,493  
69,721  

28,492  29,516  30,065  30,464  31,737  
34,920  

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2018年 

65歳以上 

15歳～64歳 

0～14歳 

（人） 

127,414 126,730 126,163 125,327 118,372 
将来人口 

２０１８年の 

高齢化率は、
２９．５％に！ 

124,496 

２２．４％ ２３．３％ ２３．８％ ２４．３％ ２９．５％ ２５．５％ 
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松原市セーフコミュニティ 
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1,085  

813  
767  769  797  
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2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 

要介護5 

要介護4 

要介護3 

要介護2 

要介護1 

要支援2 

要支援1 

2011年10月末 要介護等認定者数は過去最高 
（人） 

4,671 
4,864 4,978 5,079 

5,377 

出典：松原市老人福祉計画・介護保険事業計画 

要介護等
認定率 17.1％ 17.1％ 16.9％ 16.9％ 17.7％ 
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松原市セーフコミュニティ 

 

 

936  881  936  988  

811  829  873  915  

1,085  1,116  1,203  1,286  
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要介護5 

要介護4 

要介護3 

要介護2 

要介護1 

要支援2 

要支援1 

要介護等認定者数の推移と将来推計 
（人） 

5,377 
5,572 

5,900 
6,201 

出典：松原市老人福祉計画・介護保険事業計画 

増え続ける要介護等認定者 
２０１４年には６，２００人を超える見込み 

※2011年のみ実数を掲載。2012年～2014年については、計画策定時の推計値を掲載 
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松原市セーフコミュニティ 

委員会の構成員：15名 

高齢者の安全対策委員会の構成 

【市民団体】 
松原市安全なまちづくり対策協議会（2）   

松原市老人クラブ連合会（2） 
松原市地域婦人団体協議会（2） 
松原市民生委員児童委員協議会（1） 
ＮＰＯ法人 介護支援の会松原ファミリー（1） 
地区福祉委員会（社会福祉協議会）（1） 
 

【公的機関】 
松原市地域包括支援センター徳洲会（1） 
松原市地域包括支援センター社会福祉協議会（1） 
松原市 （4） 
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松原市セーフコミュニティ 

開催日 回 主な会議内容 

2011年  12月13日 第1回 セーフコミュニティの概要について勉強会 

 

 

 

 

2012年 

 

 

 

 

 1月25日 第2回 地域の安全状況の把握と課題の抽出 

 3月 9日 第3回 実施中の取組対策の整理と分析 

 5月 21日 第4回 取組にかかる目標・指標・測定方法について検討 

 7月 5日 第5回 取組の内容検討・役割分担 

 9月28日 第6回 対策委員会間の情報共有のため合同会議開催 

 10月29日 第7回 セーフコミュニティ事前審査 

 12月21日 第8回 セーフコミュニティ認証に向けた今後の予定について 

 

 

2013年 

 2月15日 第9回 今後の取組内容と役割分担について 

 3月22日 第10回 今後の取組内容と役割分担について 

 5月13日 第11回 今後の取組内容と役割分担について 

 7月24日 第12回 対策委員会間の情報共有のため合同会議開催 

高齢者の安全対策委員会の取組の経過 
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松原市セーフコミュニティ 

転倒・        

転落 

63.7% 
交通事故 

19.7% 

誤飲・誤嚥 

2.3% 

労働災害 

1.8% 
その他 

12.5% 

高齢者の主な事故原因 

出典：救急搬送データ（２０１１年）          

n＝664 

転倒・転落による救急搬送が６３.７％ 

転倒予防 
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松原市セーフコミュニティ 
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1 

転倒・転落理由とは？ 
 

 

高齢になるほど 

運動不足が顕著に 

出典：けが及び安心安全に関する実態調査アンケート（2011年） （人） 

転倒・転落理由のトップは運動不足 

３９ 

２７ 

９ 
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松原市セーフコミュニティ 

 

 転倒・転落事故発生場所 
出典：救急搬送データ（2011年） 

屋内での転倒が５９.１％を占める 

住宅 

59.1% 

公衆 

12.5% 

路上 

23.0% 

仕事場 

0.4% 
その他 

5.0% 

n＝423 
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松原市セーフコミュニティ 
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実虐待人数 虐待相談件数 

高齢者虐待相談件数と実虐待人数の推移 

出典：松原市 高齢介護課 

主な相談・通報者 
 

介護支援専門員 

介護保険事業所職員 

近隣住民、知人 

被虐待者本人 

家族、親族 

松原市職員 

警察 

その他 

（件） 

増加する虐待相談件数と実虐待人数 
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松原市セーフコミュニティ 
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実虐待人数 大阪府 

実虐待人数 全国 

虐待相談件数 松原市 

虐待相談件数 大阪府 

虐待相談件数 全国 

10万人あたりの高齢者にかかる虐待相談件数と実虐待人数 

出典：厚生労働省 大阪府 松原市 高齢介護課 

虐待相談件数・実虐待人数とも増加傾向にある 
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松原市セーフコミュニティ 

54.2% 

45.8% 

認知症 

 あり 

ｎ＝８３ 

認知症 

 なし 

出典：松原市高齢介護課  
（２００７年～２０１１年の累計） 

被虐待者の認知症り患別割合 

被虐待者の５４．２％が認知症あり 

認知症・虐待に対する 

正しい理解・啓発が必要 

（認知症サポーター養成
講座） 

認知症高齢者を抱える
家族への支援が大切！ 
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松原市セーフコミュニティ 

 

２．高齢者の救急搬送において、転倒・転落によるものが 

  63.7％と一番多く、その発生場所は屋内が59.1％と一番 

  多い。 

       

１．転倒・転落の原因は運動不足であると感じる人が多い。 

４．被虐待者の54.2％に認知症がある。 

データ分析による課題抽出  

３．虐待相談件数は近年増加傾向にあり、10万人あたりの 

  実虐待人数は大阪府や全国より多い。 
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松原市セーフコミュニティ 

課題１ ： 転倒予防 

 取組① 身体機能低下の予防 

 

 取組② 屋内環境の向上 

 

課題２ ： 虐待防止 

 取組③ 早期発見、対応ネットワーク 

    （情報共有）（見守り活動） 

 取組④ 認知症・虐待の正しい理解・啓発 

    （認知症サポーター養成講座） 

 

 

 

課題設定と取組 
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松原市セーフコミュニティ 

取組① 身体機能低下の予防 

お達者体操 

くらぶの様子 

わくわく筋力トレーニ
ング教室 

（経験者部門）の様子 

目的 運動器の機能向上 

実施内容 わくわく筋力トレーニング教室（一般部門・経験者部門） お達者体操くらぶなど 

実施者 松原市・地域包括支援センター・老人クラブ・地区福祉委員 

対象者 ６５歳以上の高齢者 

  ２０１１年    ２０１２年 延べ人数 

わくわく筋力トレーニング教室
（一般部門） 

192回 876人 190回 857人 1,733人 

わくわく筋力トレーニング教室
（経験者部門） 

75回 2,217人 94回 3,555人 5,772人 

お達者体操くらぶ 35回  734人 36回  776人 1,510人 

実績 

課題１ 転倒予防  
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松原市セーフコミュニティ 

配布しているパンフレット 

配布枚数  ２０１２年度  ２，０６５枚 
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松原市セーフコミュニティ 

老人福祉センターで転倒予防の
運動を行っている様子 

実施者 

・地域包括支援センター 

・地区福祉委員 

・老人クラブ 

・民生委員 

・社会福祉協議会 

・ＮＰＯ法人 介護支援の会 

 松原ファミリー等 

課題１ 転倒予防  

取組① 身体機能低下の予防 
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松原市セーフコミュニティ 

課題１ 転倒予防  

取組② 屋内環境の向上 

実施内容：サロンでのパンフレット配布による屋内危険個所の周知 

サロンで屋内危険個所
の説明をしている様子 
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松原市セーフコミュニティ 

 

 
課題２ 虐待防止  

取組③ 早期発見、対応ネットワーク 

支援が必要
な高齢者 

地域包括 

支援セン
ター 

 

老人クラブ 

 

松原市 

社会福祉 

協議会 

地区福祉 

委員 
町会 

松原市 

 

民生委員 

 情
報
共
有 

見
守
り
活
動 
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松原市セーフコミュニティ 
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安心チェック訪問 

引きこもり対策活動 

課題２ 虐待防止  

取組③ 早期発見、対応ネットワーク 

安心チェック訪問をしている様子 

   訪問実績 

実施者 

・地域包括支援センター 

・地区福祉委員 

・老人クラブ 

・民生委員 

・社会福祉協議会 

・町会 

 

（人数） 出典 松原市社会福祉協議会、高齢介護課 
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松原市セーフコミュニティ 

 

 
課題２ 虐待防止  

取組④ 認知症・虐待の正しい理解・啓発 

       シンポジウムの様子 認知症サポーター養成講座の様子 

認知症キャラバンメイト・サポーターの登録者数 出典：松原市 高齢介護課 

 2009年  2010年   2011年   2012年 延べ人数 

キャラバンメイト
養成講座等 

  42名    27名   2名   71名 

サポーター養成
講座 

 8回 376名 13回 562名 15回 534名 1,472名 
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松原市セーフコミュニティ 

取組 活動目標 短期（認識） 中期（行動） 長期（状態） 

 

 

身体機能低下
の予防 

 

 

 

・教室参加者 

  数の増加 

①介護予防対策の必要性を認識している 

   割合の向上 

 

②介護予防対策の必要性を認識した 

   割合 

 

③教室の事前事後評価（体力測定）と 

   終了時アンケート調査（１年間の集計） 

①転倒により救急搬送された 

   件数の減少 

 

②転倒により救急搬送された 

   件数 

 

③救急搬送データ統計 

        （１年ごと） 

 

 

屋内環境の 

向上 
 

 

 

 

 

 

・リーフレット 

  配布枚数の 

  増加 

 

 

 

①屋内での転倒に 

   つながる危険因子 

   を知った人の増加 

 

②屋内危険箇所の 

   周知割合 

 

③アンケート調査 

      （１年ごと） 

①転倒につながる
危険因子を取り除
いた人の増加 

 

②環境改善の実
施率 

 

③アンケート調査  

     （３年ごと） 

①屋内での転倒転落により 

 救急搬送された件数の減少 

 

②屋内での転倒により 

   救急搬送された件数 

 

③救急搬送データ統計 

        （１年ごと） 
 

取組の評価方法 ① 

課題 ： 転倒予防       ①成果目標 ②成果指標 ③測定方法（頻度） 
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松原市セーフコミュニティ 

 

 取組の評価方法 ② 

課題 ： 虐待防止        ①成果目標 ②成果指標 ③測定方法（頻度） 

取組 活動目標 短期（認識） 中期（行動） 長期（状態） 

 

 

早期発見、対応
ネットワーク 
（情報共有） 
（見守り活動） 

 

 

 

見守り活動の
充実 

①地域の高齢者の 

 把握数を増加 

 

②把握した地域の高 

 齢者数 

 

③市・地域包括支援 

 センターのデータ 

①見守りから相談に 

  つながった件数の 

  増加 

②見守りから虐待相談 

   につながった件数の 

   増加 

③地域包括支援セン 

  ター等事業統計 

 

①虐待件数の減少 

 

②虐待件数 

 

③地域包括支援セン 

 ター等事業統計 

 

 

 

認知症・虐待の 

正しい理解・啓発 
（認知症サポーター  

養成講座） 

 

 

認知症、虐待
について正し
く理解する人
を増やす 

①認知症・虐待に対する理解者の数を増やす 

 

②認知症に対する理解者の数 

 

③アンケート（イベント時）を実施（1年ごと） 
 

①虐待件数のうち認知 

  症患者の占める割 

  合の減少 

 

②虐待件数のうちの 

  認知症患者の割合 

   

 

③地域包括支援セン 

  ター等事業統計 
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松原市セーフコミュニティ 

【転倒予防】 

 ・高齢者が集まる会合等でパンフレットを用いて、地域団
体が主体となって、自宅内での転倒の危険性が高い場
所を啓発し筋力トレーニングを実施することで、転倒やけ
がを予防するための工夫について理解し、実践する人が
増加している。 

 

 ・新たな介護予防事業の取り組み（やさしい筋力トレーニ
ング教室）や実施回数の拡充（転倒予防教室・太極拳教
室）を実施することで教室参加者数の増加につながって
いる。 

 

          

現時点での到達点 
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松原市セーフコミュニティ 

【虐待防止】 

 ・高齢者の安全対策委員会に参加する団体同士が意見
交換をすることで、高齢者虐待の早期発見・早期対応の
ためのネットワーク強化につながっている。 

 

 ・認知症サポーター養成講座を市民や市職員向けに実
施することでより多くの理解者が増加している。 

現時点での到達点 
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松原市セーフコミュニティ 

気づきと今後の課題と方向性 

セーフコミュニティ活動を始めての気づき 

今後の課題と方向性 

転倒予防 

・介護予防に関心を持ったり、取組む事の必要性を理解し、 

実践する人を増やす  

・転倒予防に取組む必要性についてパンフレットを用いて 

地域や団体に啓発し普及させる       

 

虐待防止 

・地域の見守り活動を充実するための団体を徐々に増やし、 

地域住民で情報共有できる体制づくりを進めていく 

・認知症サポーター養成講座を受講する人を増やすことで 

正しく理解する人を増やす              

     

 

・これまで以上に各団体の連携強化を目指す機運が生まれた 

・各団体が活動内容を共有することで、取組の効果が大きくなる 

 ことを実感できた     
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ご清聴ありがとう 

ございました 

絆でつくる みんなのセーフコミュニティ まつばら 

27 

http://www.city.matsubara.osaka.jp/1.html

